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　伝えたい。

という欲は人間の欲としては本質的なものだと

思う。言いたいこと、喜ばれる話なんてもって

なくても、聞いてくれる人がいて、理解してく

れると嬉しい。

　でも、なかなか伝わらない。打合せで自分

の言いたいことを理解してもらえなくて、ケン

カになってしまうこともある。

　相手に伝えられないと、その人の考えてい

ることもこちらに伝わってこない。それでは一

緒になにかを創るのは無理だ。

　一人の力だとなにもできない。未来も見え

ない。

　セミナーで話をする人はすごいなと思う。準

備したり経験を積んでるからなのだろうけど、

話がきちんと整理されていて、聞くだけでスッ

と頭に入る。

　頭に入りきらなかった言葉は、話しおわった

ら流れて消えてしまう。でも最近のイベントで

は、参加者が twitter でハッシュタグをつけ

投稿したり、まとめ職人さんやグラフィックレ

コーダーさんがカタチにして残してくれる。

　今回、表紙は楽描人カエルンさんにイベマ

ケ編集部の打合せに参加してもらい、グラレ

コにしてもらった。もしかしたら、グラレコを

書きやすいように話したら、伝わりやすくなる

かなと考えて、自分なりに少し構成を工夫し

てみた。

　今号の特集は、2022 年という先が見えづら

い年を予測するもの。それがうまく伝わって、

読者の皆さんと、楽しくて素敵な 1 年を創れ

たらいいな。

座談会「イベント深化論」
電通ライブ 松浦 恒大さん
イベントレジスト ヒラヤマコウスケさん
POOL 中村 友哉さん
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日付 できごと
1月17日 飯田電機工業創業65周年

1月27日 第3回
横浜グローバルMICEフォーラムが
パシフィコ横浜で開催

2月1日 サクラインターナショナルが名古屋営業所を稼働
2月4日 北京オリンピック開幕　3月に北京パラリンピック開催
2月7日 日本展示会協会の事務所移転
2月13日 まん延防止等重点措置解除
2月16日  ProLight & ProVisual 2022が東京ビッグサイトで開催
2月16日 第31回

国際MICEエキスポ・オンライン

2月19日 イベント業務管理士1級試験
2月 サクラインターナショナルがALKAS人材サービス（有料人材紹介事業）を開始
2月 e-スポーツスタジアム「RED° TOKYO TOWER SKY STADIUM」プレオープン
2月 住友不動産大崎ツインビル東館オープン

イベントマーケティング2022

～アップデート- 進化と深化～
　イベントといえばオンライン。この2年間で大きく様相が変わった。最初は配信できればOKだったものが、マーケティングへの貢献、

リッチな体験提供などハードルが上がり、それに対応するためオンラインイベントは進化を続けてきた。ようやくリアル開催の再開がみえてきたいま、
進化したツールとリアルの価値を合わせてイベント価値を最大化するためプロの技術と企画力の深化の時期となる。

イベントマーケティング　
年間カレンダー

　現状、今年 1 年の動きを予測するのは難

しいかもしれないが、長期間にわたる準備が

進んでいる大型イベント、長期の開発計画と

関わるイベント施設の開業、新規事業に積極

的に動くイベント企業の取組みをまとめて 1

年間のカレンダーを制作。それによって、見

えてきた動きもある。

　顕著な傾向は、イベント開催時期の変化だ。

ワールドマスターズゲームズ 2021 関西のよ

うに感染拡大によって延期されたもの、東

京 2020 大会など延期した大会の影響で、隔

年開催のイベントがスライドするケースも多

い。展示会では、東京ビッグサイトなどの利

用制限により、別地域で開催されたものが、

その場所で継続的に開催されるか、東京に戻

るか二分されている。

　今年開業する会場施設はコロナ前から計画

されているが、施設の設備についてはオンラ

イン対応に変わってきている。また、特別な

場所で開催するユニークベニュ―需要に加え

て、感染症対策もあり、オープンエアーの会

場で開催することも増えてきた。イベントの

定義の変化とともに、会場のあり方も変わっ

てきているようだ。

　国際会議は海外からの渡航制限によりほと

んど開催できていない状況だ。一方でオンラ

イン化が進めやすいこともあり、技術の進化

とともに新しい国際化の方向性がでてきた。

　イベント会社ではオンライン事業の増加、

拡張が続き、スタジオの設置、DX の事業化、

分社化、IT 企業とのコンソーシアムなどの

動きがみられる。

　そのほか 4 月施行の改定個人情報保護法

や、ドバイ万博閉幕から大阪・関西万博準備、

統合リゾート（IR）の区域計画書の提出と

いったように、イベントマーケティングを取

り巻く外部環境の変化は感染症だけではない

ようだ。今年の流れを読んで、どう活動する

か。いま、重要な局面に立たされている。
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日付 できごと
3月1日 サクラインターナショナルが京都営業所を稼働
3月1日 第58回マーケティング総合大会2022
3月9日 第1回 フードテックジャパン [大阪]がインテックス大阪で初開催
3月15日 第１回大阪・関西万博開催支援EXPO／第1回 空気のみらいEXPO〜ヒトと地球

に、キレイな空気を〜初開催。
3月17日 「健康まちづくりEXPO 2022」をオンラインで初開催。
3月31日 ドバイ万博閉幕。大阪・関西万博に向けて

準備進む

3月 T-LITEが虎ノ門に開業（1・2階はホール・店舗・イベントスペース）
4月1日 大宮門街 RaiBoC Hall（市民会館おおみや）開業　（大ホール1400席、小ホール最

大340席）
4月12日 沖縄プリンスホテル オーシャンビューぎのわん開業　
4月 くくる糸満（糸満市観光文化交流拠点施設）（沖縄県糸満市）／大ホール（582席）、

常設展示室ほか
4月1日 個人情報保護法施行
4月6日 第１回CX・顧客育成 EXPO春　/　第1回 海外プロモーション EXPO初開催
4月8日 第１回名古屋モーターサイクルショー初開催

4月15日 ラビスタ東京ベイが豊洲でプレオープン（宴会場、会議室あり）
4月22日 エクストリームスポーツのイベント

『X Games Chiba 2022』日本で初開催

4月28日 IR整備法の区域整備計画の認定申請締切
5月9日 梅田サウスホール開業
5月11日 第１回スポーツ施設 EXPO春　初開催
5月13日 水泳 世界選手権が福岡で開催される
5月13日 ワールドマスターズゲームズ2021関西が開幕
5月16日 ヤングダボス会議

「One Young World 2022 東京大会」
開催

5月18日 イベントツールウエストジャパン2022が
大阪ATCホールで開催

春ごろ シンユニティグループの制作部門SWAGが、分社独立
5月 ウェスティンホテル横浜開業

日付 できごと
6月22日 第1回 マテハン・物流機器開発展が初開催
6月22日 JACE イベントアワード表彰式 最優秀賞発表
6月29日 第9回イベント総合EXPO開催

6月 〜UNWTOガストロノミーツーリズム世界フォーラムin奈良〜　日本初開催
夏 大阪コミックコンベンション2022（大阪コミコン2022）初開催
7月6日 UEFA欧州女子選手権2022（UEFA女子ユーロ）が

英国で開催。※当初は2021年開催予定
7月6日 西日本ＤＸ推進フェア初開催

7月15日 2022年世界陸上競技選手権大会（世界陸上）が米国オレゴン州で開催（2021年か
ら延期）。

7月 九段会館を含む九段南一丁目プロジェクト竣工
7月 富山県創業支援センターが創業・移住促進住宅として開業
8月 カンデオホテルズ宇都宮開業
秋 東京ミッドタウン八重洲開業（4〜5階屋外テラス、ビジネス交流施設、会議室）
9月23日 あきた芸術劇場ミルハス（秋田県・秋田市連携文化施設）開業（大ホール（2007席）

ほか）
10月14日 東京都立多摩産業交流センター（東京たま未来メッセ）開業
10月20日 ad:tech tokyo 2022が

東京国際フォーラムで開催

10月26日 人事・総務分野の総合展示会「HRX2022」を初開催
10月 ポートメッセなごや新第一展示館（２万㎡）・

会議施設開業

10月 SAGAアリーナ竣工
11月5日 AMWC Japan　美容・アンチエイジング国際医学会　日本初開催。
11月21日 2022年カタール・ワールドカップ（サッカーW杯）開催。
11月30日 宇都宮駅東口交流拠点施設オープン（最大2000人収容可能な大ホールほか）
11月ごろ 第25回イベント学会研究大会

秋 ジブリパーク開業※イベント・展示会の日付は、会期初日を記載（日程は変更になる場合があります）
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米国でベンチャー企業立ち上げに参画
後、2000 年に Yahoo!JAPAN に入社。
Y! ショッピングのプロデューサを務め、
2001 年よりマイクロソフトでリッチメ
ディア広告部門の立ち上げ、2007 
年からは Google でニューメディ
ア ストラテジー / オペレーショ
ンチームマネージャーとして 
YouTube の広告部門の立ち
上げを担当。
その後 2009 年に TBS 関
連会社 goomo 株式会社
の設立に参画し、WEB 
プロデューサ、および
TV 番組プロデューサ
としてもメディアの
枠を超えた新しい
領域を活用したプ
ロモーションを手掛
け、2011 年イベレ
ジ創業に参画。

――はじめに皆さんのイベントの原

体験を教えてください

松浦　僕の場合は、電通に入社して

間もない頃に経験したカメラ機器の

展示会「CP +（シーピープラス）」

での最終日、グランドフィナーレで

すね。某ブースを担当したのですが、

写真家の先生を 20 名程お呼びして、

準備段階では結構お叱りを受けたり

して大変だったのですが、最後に先

生方がステージに一堂に集まったと

きにみんな笑顔で、それを見るファ

ンの皆さんの熱狂もすごかった。こ

んな笑顔をつくることができる仕事

に「イベントっていいな」と思った

ことを記憶しています。

ヒラヤマ　どこまで遡ろうかと迷っ

たのですが、地元でのお祭りですね。

実体験として、太鼓の音が身体に響

く感覚は、大人になってみるとそこ

まででもないけれど、子供の自分に

は、まるで銃に打たれたような衝撃

的でドンときました。祭の日には、町

で友達にも出くわすし、よく考える

とネットワーキングの原型ですよね、

祭りって。キャリアは IT 業界からス

タートしていますが、いまイベント業

界にいるのはその原体験で感じた部

分も好きでここにいるのかもしれな

いですね。

中村　大学時代にバックパッカーを

していた時、旅先での暇を理由に始

めた大道芸が原体験かな（笑）。下手

でも、楽しそうに練習していると人

が集まって気づくと小銭が集まって

いるんですよ。「自分がどれだけ面白

がってやっているか」は伝わるって

ことをなんとなくですが体験で学び

ました。日本でも毎日がイベントだっ

た時の旅の感覚を忘れないように、

心斎橋や歌舞伎町でも大道芸をしに

行きました。ある時「家に帰りたくな

い。家族に相手にされない」という

酔っ払いのお父さんに大道芸を教え

てあげたら「すごいパパ！って子供

に喜ばれた」と後日報告に来てくれ

て。背中を押す体験ができて、人に

勇気を与えるって楽しいことだと気

づいたのが僕のイベントプロデュー

スの原点ですね。

イベントの体質とは

――イベントDX 化が急進するいま、

イベントの本質について考えること

が増えました。どう捉えて、磨いて

いったら良いのでしょうか

ヒラヤマ　イベントレジスト立ち上

げの前からずっと IT 業界にいて思

う、IT の良いところは、データ化さ

れて数字としてわかりやすいところ

です。イベントの世界に入ったのは

IoTという言葉が出てきた2010年頃、

リアルの現場でのデータをとること

に関心を持ったのがきっかけでした。 

イベント会場では何万人といる場所

で名刺を首からぶら下げて歩きます

けど、日常生活で個人情報を丸出し

にして歩くことはない、いわば特殊

空間ですよね。色々と試すことがで

きる「場」と考えました。これはイ

ベントプラットフォームの話で、イベ

ントの本質とは離れますが。

　僕にとってのイベントの本質は、

“ コピーできない体験価値 ” です。

DX 化するほどコピーのできないも

のの価値は上がっていくと考えてい

ます。

中村　イベントにはコミュニケー

ションが大事だと思っていて、自己

満足で終わるものほど、コピーされ

やすいものになるんじゃないかと考

えます。リアルなイベントでは満足

度は共感し補完しやすいけれど、オ

ンラインでは自己完結してしまいが

ちだから気をつけなければいけない。

主催者は参加者が何に時間を投資し

ているのか意識を持って、わかった

上で、どんな仕掛けをするのかとい

うことが実はすごく大事なのではな

いかと思います。

　その仕組みと仕掛けを真剣に考え

ていないと、一方通行の情報商材に

なってしまう。それはイベントなのか

というと、「おや？」と思ってしまい

ますよね。

　一方で、DX 化したことで少人数

のマイクロモデルイベントが誰でも

できるようになったのは革命だと思

います。例えば、子供達同士オンラ

インで繋いで歯磨き対決をして１ヶ

月後に虫歯がなかった人が勝ちとい

う企画があったら公序良俗性もあっ

て楽しいと思うし、グルーヴ感をど

う演出企画すれば持続可能な企画に

なるかとかイベントとしても企画す

るのが楽しい。

　頭だけを使うのではなく、ハート

に響く物理的な体験があったほうが

楽しいんだと思います。

松浦　イベントの本質を問うという

ことはクライアントからもよく会話に

のぼるようになってきています。

　心を動かす瞬間がイベントの本質

だと僕自身は思っていますが、イベ

ントがオンラインに転換した初期に

は「イベントには、空間、場がなく

ては」とバーチャル空間をつくると

いう発想に囚われるケースもあって、

【特集】

イベント深化論
-2022-

2022年のイベントマーケティングはどんな方向へ進んでいくのか。 

IT業界の経験からイベント業界のDXに貢献するヒラヤマコウスケさん、

リアルイベントの最前線で新たな局面に対応する松浦恒大さん、仕組み

と仕掛けのデザインでイベントもITもツールとして使いこなす中村友哉

さんと、イベントの本質、変化の捉え方、2022年のキーワードなど、 

ざっくばらんに語ってもらった。

(聞き手：編集部樋口陽子、座談会会場：MEETING SPACE AP東新宿）

ヒラヤマ コウスケさん

イベントレジスト株式会社
代表取締役/CEO

イベントの本質は、

“コピーできない体験
価値”

イベントマーケティング

集い、交わる場（中規模スペース・ベニュー/イベント主催者）を企画・運営す
るひとたちが集まって、ぺちゃくちゃおしゃべりしながら、よりよいベニュー
づくりを考えるコミュニティ
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そこでどんな体験をしてもらうかを

考える、目的と手段が逆転してしま

う現象も見受けられました。

　どう心を動かしたいのか、クライ

アントの方々がそもそもなぜイベント

をしたいのか、これまで以上に会話

を重ねていく必要を感じています。

　電通グループの中でも、電通ライ

ブはいわゆるイベント屋という立ち

位置だと思われています。けれど、

本当にイベントだけで解決するのか、

別のコミュニケーション手法を含め

て最適な方法を提案することが必要

だと改めて感じています。マーケティ

ング活動のなかでのイベントの立ち

位置がどうなっていくのか、単純な

数字だけではない、心を動かすには

どうしたらいいのか、そんな手法を

探さなければいけないと思います。

イベント DX の変化

――イベントがオンライン化したこ

とでどのような変化が起きましたか

松浦　目的にもよりますが、ターゲッ

トのセグメントが重要になっている

気がします。

　例えば好きの深さで言えば、オン

ラインイベントは中間層以外には刺

さりづらくなっているのではないかと

思っています。オンラインでのセレ

ンディピティの実現は難しくて、参

加者が情報に能動的に触れないとい

けない web サイト的になったり、体

験させることが難しいなど課題もみ

えてきました。

ヒラヤマ　特にこの２年流行した、

オンラインイベントでやってきたこと

というのは、もともとweb 業界がデ

ジタルマーケティングとしてデータ

分析に取り組んできたことであって、

そこまでの変化の感覚はありません。

　イベントDX がもたらした変化は

利便性と多様性の向上の２点だと思

います。

　利便性というのは、チケットレス、

キャッシュレスなどの普及で、こち

らはもっと推進していけたらと思い

ます。多様性というのは、なんらか

の理由でリアル会場に行けない人も

オンラインイベントには覗きにいける

ようになったことで、新たな層をつ

くったということです。

　オンラインイベントのチャネルが

できて、今後、チャンスの可能性が

あるのはイベンターに対するエコシ

ステムのような仕組みだと思います。

例えば、参加者 10 人のイベントに

はスポンサーはつかないけれど、そ

のイベントが 1000 件あるプラット

フォームは 1 万人のメディアになる。

ブロガーや YouTuber にとってのエ

コシステムのような仕組みです。

中村　YouTuber に代わるオンライ

ンイベンターのような職業をブラン

ディング化した方が、おそらくイベ

ント市場は盛り上がりますよね。

　新聞は古くからのサブスクリプ

ションモデルだと言われますが、もっ

と遡ると寺もそうで、実は古くから

あるシステムを紐解くと共通点があ

ります。結局普遍的で、人は何にお

金を払うかを考えることにヒントが

あって、学べるんです。

　僕はインターネットって何かとい

うと、過去にも行けて、海外イベン

トにだって行ける、時空を超えられ

るものだから例えば「どこでもドア」

と呼んだらいいのにと思っています。

これがサービスとしてのわかりやす

さであって、そこをちゃんと説明し

てさえあげれば、オーディエンスも

もお金や時間を投資しやすくなると

思うんです。

――変化にともなって、仕事への影

響、新しい体制は

松浦　僕ら電通ライブはリアルにイ

ベントの場をつくるということをやっ

てきましたが、この２年で求められ

ることが変わってきて、ようやくデー

タ活用への意識が変わってきました。

　グループ会社に電通デジタルがあ

りますが、オンラインイベントはリア

ルとデジタルの真ん中の体験をつく

るので、協力していこうと話をしは

じめています。これからは、イベン

トを一つ完成させるということだけ

でなく、その前後ともどうつなげて

いくかを考えています。

　そのためには、グループ会社や既

存パートナーだけでなく、Web や

データ分析の会社といった、専門性

の高い新しいパートナーとの関係性

づくりも必要ですね。

ヒラヤマ　この２年、「オンラインイ 

ベントはリアルイベントを代替えでき

ますよ」という表現をしないよう意 

識してきました。そう言ってしまう

と、今後、イベント市場は小さくなっ

てしまうと考えたからです。両方あっ

ていいけれど、別物で、どちらも大

事だと言い続けてきました。

　昨年、オフ / オンライン両立の好

例だなぁと思った、とある格闘技イ

ベントを体験したのです。そのイベ

ントは無観客で配信のみという大会

も何度か経験していましたが、年末

にはリアル会場は満席、テレビ放送

もあるので無料で観られるにも関わ

らずオンラインのライブ配信チケッ

トも好調で、さらに選手への投げ銭

の仕組みも導入していました。市場

が大きくなって帰ってきたんですね。

これはつまり、多様性に対応してい

るということですよ。

　リアルとオンライン、全部揃うとさ

らに発展するというストーリーを描く

方がいいですよね。

中村　僕はリアルのイベント現場が

ほぼ無くなったので、企業の DX の

コンサルが事業の中心になりました。

生産性を上げるための PR を含めた

攻めの DXとリスクヘッジとしての

守りの DX、両方ともできるよう、ま

ずは企業の社内向けに、経営者・幹部・

社員への教育をしながら事業戦略を

設計していくという内容です。

　例えば、「DX の予算は、24 時間

365日働いてくれる、コロナにかから

ない人件費だと考える」と、考え方

をシフトすることからはじめます。

　具体的には、オンライン打ち合わ

せ用の汎用資料は毎回探す必要性の

ないようオウンドメディアにし、説明

しやすいようシンプルにする、求心

力をもつビジョンをつくる、をオンラ

イン作戦会議などを通じて解決して

います。

2022 年は市場拡大期か

――さいごに、2022 年のキーワー

ドやビジョンについて教えてくださ

い

松浦　いまは、イベントの価値を広

げていけるタイミングだと思ってい

ます。リアルとオンラインというだけ

ではなくて、オンラインの中にも、テ

レビや、新聞・雑誌を入れる、オフ

ラインとオンラインを区別しない、消

費者視点での体験最大化を目的にす

るOMOに近いかもしれないですが、

イベントもこう変化していく時かと

思っています。

　クライアントがなんのためにやり

たいのか、どういう風に変えたいの

か、どう感じて欲しいのか、もう少

し踏み込んで、リアルもオンラインも

ディレクションできるよう、まずはグ

ループメリットを活用しながら、提

案していく形も考えています。

中村　イベントって何かって言うと、

人を教育するプラットフォームだと

思うんですよね。

　なので、人が育つイベントをたく

さん仕掛けていることが僕のビジョ

ンです。そういうときにオンラインイ

ベントというのは場所も時間も限定

的でないブレークスルーするツール

だと思います。オンラインイベンター

という新しい職業をつくって、教育

するような場もできると楽しいです

ね。新しい楽しみ方、公私混同でき

る働き方ができるようになるのが一

番の理想です。

ヒラヤマ　僕の中では、今後、オン

ラインもリアルもそれぞれの良さを

上手く使っていくには、人材スキル

もメディアも境目がシームレスにな

り、よりフラット化が進んでいくこと

だと思っています。

　リアルイベント畑の人たちの IT ス

キルも上がりました。逆にデジタル

畑の人たちがリアルの現場で本当に

どんな課題があるか実務レベルで気

づくというところまではこれからだと

思うんです。

　どちらもスキルや視座が上がって

いくことで、市場は大きくなっていく

と思います。

【特集】

中村 友哉さん

株式会社POOL
代表取締役
ブレイクスルーコンサルタント
プロデュース＆プランナー

松浦 恒大さん

株式会社電通ライブ
ソリューションユニット
ライブクリエーティブ
スタジオ
ライブマーケティング推進部

2015 年に株式会社電通に入社。入社以降、イベント & スペース領域を担当。2017
年より電通ライブに出向し、イベントプランナー / プロデューサーとして仕事を行う。
2020 年以降はコロナ禍を受けてオンラインイベントへの対応を担当。2022 年より電
通ライブに転籍。

人を教育するプラット
フォームだと思うんで

す

ソフトウェア会社、広告代理店、デ
ザイン会社などの経営経験から、マー
ケティングとブランディングのフ

レームワークだけでなく、スタッ
フのメンタリング、コーチングな

ども行っている。戦略だけでな
く具体的な企画まで行うこと

が特徴で、現場好き。実業・
運用まで事業としてブレ

イクスルーためのプロ
デュースやディレク

ションも行っ
ている。実
際に自社で
も iPhone

アプリから画
材、イベント
の企画・運営

などの実業も
展開し、詭弁に

ならないリアルなアド
バイスを行うことを強みとしている。

専門性の高い新しいパートナーとの関係性づくりも必要です
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新規取引に最も重要なリアルな商談の場へ
　３年ぶりに東京ビッグサイト東展示棟に帰ってくる「東京インターショナル・ギフト・
ショー」。３つの展示会が集中展開されるため、新たな商品との偶然の出会いのチャン
スはさらに広がると期待を込める主催者の芳賀信享さん（株式会社ビジネスガイド社
代表取締役社長）。新規取引に最も重要なリアルな商談の場を用意する。

（株）ビジネスガイド社
代表取締役社長
   
芳賀 信享 さん     

　２月８日から10日の３日間、東京ビッグサ

イト東展示棟１〜６ホールで「第 93 回東京

インターナショナル・ギフト・ショー春 2022

（TIGS）」「 第 11 回 LIFE × DESIGN」「 第

31 回グルメ＆ダイニングスタイルショー春

2022」が開催される。

　また流通業者のための BtoB ポータルサイ

ト「Gift Net®︎」は１月末に全出展社の情報を

公開し、事前に情報収集し効果的にリアルな

商談の場を活用してほしいとしている。

　
LIVING&DESIGNプレイベントも

　TIGS のテーマは「自然との共生 花と緑の

ガーデニングライフの魅惑 PartⅡ」、９つの

カテゴリーで構成される。特別展示イベントで

は、「自然との共生 人と環境に配慮したエシカ

ルスタイルの提案」として SDGs やサステナ

ブルに関連した商材を集め、これからの新し

い消費スタイルを提案する。

　デザイナー喜多俊之氏がプロデュースする

住まいと暮らしのリノベーションに関する国際

見本市「LIVING &DESIGN」を 2022 年 9

月に新しく同時開催すると発表しており、２月

の今回、LIVING &DESIGN プレイベントで

はスペシャルトークセミナー「住まいと暮らし

の新時代」が開催される。

「サウナフェア」を初開催

　「第 11 回 LIFE × DESIGN」のテーマは

「新しいゆとりある暮らし方・働き方のための

リノベーションデザイン PARTⅡ」。デザイ

ン、クラフト、クリエーター、日本のモノづく

り、職人の技、アートなどといった観点から、

家具からインテリアアクセサリーまでトータル

なインテリアを提案する。トピックスとして、

前回に引き続きスノーピークがビジネスにアウ

トドアを取り入れたキャンプングオフィスを展

開。キャンプ女子による新しいキャンプやアウ

トドアの楽しみ方が紹介される。今回、注目は

初開催となる「第 1 回サウナフェア」で、サ

ウナ設備とサウナグッズの両方を仕入れられ

るよう、日本トップシェアから新規参入のメー

カーまでが一堂に会す内容となっている。

　「第 31回グルメ＆ダイニングスタイルショー

春 2022」のテーマは「ニッポンお取り寄せ食

品ギフトマーケット」。見どころは自治体連携

で、高知市商工観光部商工振興課、岡山連携

中枢都市圏などが出展。同時開催に日本商工

会議所の「feel NIPPON 共同展示商談会」、

また、「山の恵みマッチング」として農林水産

省が認定した日本の山村で特産品（山菜、自

然食品、ジビエ、木材加工品など）を生産す

る事業者に販路拡大の場を提供することを目

的としたイベントも展開される。

　３展を合わせた出展社数は2,218 社となる（1

月12日時点）。

　東展示棟で集中展示される今回は出会いや

すい会場構成。どんな発見があるのだろうか。

第93回東京インターナショナル・ギフト・ショー春2022
第11回 LIFE ×DESIGN
第 31回グルメ＆ダイニングスタイルショー春 2022

会期：2022 年２月８日（火）〜１０日（木）
会場：東京ビッグサイト（東展示棟 1〜 6ホール）
入場：無料（事前登録制）

“ 第93回東京インターナショナル・ギフト・ショー春2022
第11回LIFE×DESIGN

第31回グルメ＆ダイニングスタイルショー春2022 ”
展示会  開催宣言！

「 第 11 回 LIFE × DESIGN」 で
初開催される「サウナフェア」
では “ サウナを、もっと身近に ”
をテーマに、サウナや関連グッ
ズを集中展示する

株式会社　鈴木電機
〒111-0033　東京都台東区花川戸 2-12-5
TEL 03(3842)8201（代） FAX03(3845)3040

URL : http : //www.suzukidenki.co.jp

68

100％

電力
処理能力
需要

展示会やビジネスイベントが
あちこちで開催されるように
なるね

ギフト・ショーも
虎ノ門ヒルズの催事も
電力設計と施工を
頑張ります !
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Pick up
the Words!

【Report/News】

イベントレポート

　メッセフランクフルト ジャパン㈱

は 2021 年に開催したすべての見本

市が、新型コロナウイルス感染拡大

予防対策を講じることで安全に開催

できたことを発表した。

　昨年 2 月の「ビューティーワール

ド ジャパン 福岡」を皮切りに12 月

の「保育博」まで、さまざまな産業

の見本市を計 7 本、東京、大阪、福

岡で開催し総勢 1,855 社の出展者と

110,800 名の来場者をつなぐコミュニ

ケーションの場を実現した。

　昨年、関東圏では 1 月7日から緊

急事態宣言が再発令され予断を許さ

ない状況下での年明けとなったが、

（一社）日本展示会協会および開催地

の自治体や会場の感染拡大予防対策 　1 月 20 日 に「SHOWCASE2.0」、

1 月18日から 20日まで「KEEP IT 

REAL:β」と虎ノ門ヒルズフォーラ

ムで、イベント関係者の関心を集め

る催事が開催された。

　「SHOWCASE2.0」は、“リアルイ

ベントの価値を再考する”をテーマ

に実施。ハイブリッドセミナーの一

つ「先駆者に聞く！こうしてリアルの

熱量を取り戻せ！」では、日比谷尚

武氏のモデレートのもと、昨年 3000

名の BtoB カンファレンスを開催し

たサイボウズ鈴木亜希子氏、1000 名

規模のスタートアップキャリアイベ

ントを実施した Coral Capital 津田

遼氏が登壇し、イベント実施の課題

を共有した。共通したのは以前より

選択肢が増えたことによるリアル開

催の意味づけだ。熱量や非言語での

交流にこだわりたいとした。

　また、ワークショップ「Zoomウェ

ビナー活用の徹底解説」は、Zoom

を提供する ZVC JAPAN の第三営

業部部長の永瀬良さんが登壇し、イ

ベント運営に役立つ、意外と知らな

い機能も紹介した。

　例えば、安全な配信のために通信

環境と同様に重要な、CPU のメモ

リ消費を下げる機能を紹介。雑音の

抑制と音楽を高音質で流す際の切り

替え、ビデオクリップの最適化、カ

メラ照度の調整など品質を向上する

コツなどにも触れた。社内イベント

に使えるドメイン指定のサインイン、

同一 URL からの複数デバイスでの

参加拒否、回答済の質問のみ公開と

いった、企業イベントでのセキュリ

ティや参加者のプライバシーを保護

する機能など、知らない受講者も多

かったようだ。

　「SHOWCASE2.0」では、リアル、

オンライン両面のメリットや進化を

踏まえ、ハイブリッドイベントのさま

ざまな形を提案していた。

　共創型展示会「KEEP IT REAL:

β」は、体験価値のアップデートをカ

タチにする実践型ラボ「EXX LAB

（エックス・ラボ）」の第一弾の取組み。

大規模展示会と異なり都市型展示と

して体験価値を提供する提案がなさ

れた（詳細は次号でレポート）。

　２イベントともイベントの本質と向

き合う内容となった。

を厳守し、すべての見本市で安心し

て参加できる商談の場を提供。一方

でオンラインでのセミナー配信も強

化し、国内で主催する見本市を中心

に、海外見本市も併せて総数 44 本

のウェビナーを開催、トータルで約

4,000 名の聴講者が参加した。

　また、メッセフランクフルト ドイ

ツ本社では、現地規制に従ったかた

ちでの開催を慎重に検討する状況

が続いているが、感染状況に明るさ

が見えた 9 月に「アウトメカニカ・

フランクフルト（Automechanika 

Frankfurt）」、「ハイパーモーション

（Hypermotion）」、10 月に初開催の

「インドアエア（IndoorAir）」、11 月

には「フォームネクスト（Formnext）」

が高い安全・衛生基準の下リアルで

開催され、いずれの見本市も成功裏

に終了している。今後も感染状況を

注視しつつ、リアル見本市の開催に

向け動いている。

　メッセフランクフルト ジャパンは

ビューティ、インテリア、ペット産業、

保育、製造業などさまざまな産業で

の見本市を主催しており、2022 年は

計 10 本の開催を予定している。

リアルの価値を考え
ハイブリッドの手法を提案

- SHOWCASE 2.0 / KEEP IT REAL -

2021年見本市 7 本の安全な開催を報告
―― メッセフランクフルト ジャパン

ハイブリッドセミナーのほか、ワークショップ、ケータリング提案 / 試食、展示エリア、
配信相談コーナーなどが設けられた

保育博のようす

イベントに役立つ技も披露

IT 業界にて、20 年以上マーケターとし
て従事。1999 年より日本マイクロソフト 
コーポレートマーケティング本部で、イ
ベントマーケティングを担当。2012 年よ
り、セールスフォース・ドットコム マー
ケティング本部にて「Salesforce World 
Tour」をプロデュース。その後、シニアディ
レクターとしてデマンドジェネレーション
グループでマーケティング戦略・実行を
統括。
2021年８月より、
Braze 株式会社 マーケティング本部長。

月刊イベントマーケティングの公式 YouTube チャンネ
ルでは、イベント関連のキーパーソンをゲストを招いて

「コースケ・よーこのミュートを解除」を毎週金曜日の
12 時から 30 分お届けしています。
1月配信のゲストは、1月 21日：UiPath（株）渡辺俊
平さん、1月28日ポルシェジャパン佐藤麻子さんでした！

　PCR検査陽性者数の急増をうけ、

まん延防止等重点措置が各地で実施

されている。東京都は、展示場は規模

要件に沿った施設使用を要請。大声

なしであれば5000人まで収容可能。

　感染防止安全計画策定で2万人、対

象者全員検査で定員まで入場可能と

なる。重症の可能性が低い現状で、

早い段階の解除が望まれる。

　日本政府観光局（JNTO）が「国際

会議統計」を発表。2020 年会場別開

催件数でパシフィコ横浜が 6 件で18

年連続国内 MICE 施設 1位となった。

　参加者数では 2 万6179人の京都国

際会館が 1位となっている。感染拡大

のため2020 年の開催件数は前年比

94％減の222 件、参加者数も同 95％

減の 9 万6271人と厳しい状況だ。

　神戸ポートタワーで1月14日からプ

ロジェクションマッピングを開催。市民

の花アジサイや港町の光景、高さ70 ｍ

のマネキンも出演。映像はシムディレクト・

タケナカが制作。

国際会議開催件数 1 位
―― パシフィコ横浜

高さ 80m のメディア
アート ―― 神戸ポートタワー

まん延防止等重点措置
イベントへの影響は
　　

リアルイベントの経験を活かし
デジタルでもボディランゲージ
COMDEXや CES の魅力に触れ、ネバダ州立大学ラス

ベガス校でコンベンションを学んだ田中さんは、IT企業

でイベントマーケティングを推進してきた。

現在は統合型カスタマーエンゲージメントプラットフォームのBrazeでマーケティ

ング本部長を務める。リアルイベントで相手の反応をみて話の仕方を変えるのと

同様に、デジタル上でもお客様の反応をもとに、リアルタイムに適切なタイミング

で最適なアプローチをするマーケティングのパーソナライゼーションが主流になり

つつある。そこにイベントプランナーの経験が活かせるという。（1月14日の配信より）

田中 裕一さん

Braze株式会社   マーケティング本部長

リアル戦略の
空間デザインとアプローチ

次の２０２2 年2月28 日号で特集します

3 月 31 日発行　イベント会場特集
4 月 30 日発行　イベントの SDGｓを考えよう / 映像　
5 月 31 日発行　食こそイベント！ / 
6 月 30 日発行　オンラインイベントプラットフォーム
7 月 31 日発行　人材・イベント業界の働き方
　広告出稿の問合せはこちら▷株式会社 MICE 研究所  
                                    info@event-marketing.co.jp　        （担当：田中力）　　

からの大事なお知らせ

リアルな私が一番でしょ♥
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大手メーカーマーケター 製薬会社
ミーティングプランナー

IT 企業向け
マーケティングサポーター

▶  年間イベント件数：約20件
 デジタルマーケティングと
　オフラインを組み合わせて
　販促とファンづくりに

▶  年間イベント件数：100件超
 業界のファーストムーバーとして
 異業種のトレンドを知り
 講演会に活かしたい

▶  年間イベント件数：約150件
 イベントマーケティングに関わる
 テクノロジーやツールについて
 情報収集したい

毎月30日発行
定期送付申し込み
発行所 : 株式会社 MICE 研究所
〒105-0004 東京都港区新橋 5-12-9
ABC ビル ５F
TEL03-6721-5303
sofu@event-marketing.co.jp

FREE PAPER

特 集
イベントマーケティングのトレンドを

国内外の事例や動向から分析し、
マーケター・イベンターの

皆さんと共有します。

国内・海外ニュース
ツールや

テクノロジーの最新情報、
開催直前概況・

事後レポートなどを
紹介します。

コラム
幅広い視野と独自の視点、

経験をもつ
著名人が執筆します。

インタビュー
リアルコミュニケーションを

楽しくをテーマに
話題の方々ほか、イノベーター、

イベントマーケター、
主催者の声を収録。

調査・レポート
効果測定や開催状況の集計、

効果最大化の手法など、
face to faceを科学する
レポートをお届けします。

　電通ライブの DX プロデュース

ルームによる社内ウェビナー「オン

ラインイベント最前線」が昨年 11 月

19日に開催された。

　コロナ禍でのオンライン化対応の

ために、電通ライブが起ち上げた

DXプロデュースルームの、1 年以上

にわたる活動で得た知見を社内で共

有するもの。

　DX プロデュースルームでは、隔

週でイベント会社やテクノロジー会

社など社外のメンバーや本紙編集部

も加わり電脳催事会議を定期開催し、

オンライン・ハイブリッドイベントに

ついて調査・研究を行った。

オンラインイベントの
創成期・拡大期・取組期
　ウェビナーでは DX プロデュース

ルームの松浦恒大さんが、イベント

の潮流を 2020 年 3 月の「創成期」、

2020 年 7 月「拡大期」、2021 年 1 月

以降の「取組期」として、同社案件

のほか、国内外のイベントに参加、

調査した事例なども紹介した。

効率化・メタバース
交流・連携・インナー
　オンラインイベントのトレンド５つ

を事例とともに解説している。

1）リードの質・量を向上
　BtoB を中心にオンラインの強み

であるリードデータ獲得を最大化す

る手法の研究が進んだ。事前イベン

トとアーカイブ化でイベントを線で

捉えるようになった。また「News 

Picks NewEra NewCity」のように、

オンラインは無料としてリード獲得

に、オフラインを有料でプレミアム

な体験と棲み分けるハイブリッドの

傾向を紹介した。

　

2）メタバースで体験拡張
　ランコムのバーチャルホリデース

トアでは、パリの旗艦店をバーチャ

ル化し、そこから EC サイトへ誘因。

サンプルを事前に送って一緒にライ

ブでメイク体験という取組みも実施

されている。

　東京ゲームショーは電通グループ

がバーチャル基盤「xambr（クロス

アンバー）」を提供。ゲームのような

リッチな体験と、Amazon の ECと

の連携も話題となった。「Docomo 

Open House」のように BtoB イベ

ントでもVR の採用が見られた。

　操作性向上やデータ収集の効率化

など今後の技術進化が必要なものの、

メタバースは Facebook の社名変更

やディズニーの参入、体験性向上な

ど期待は高い。

3）オンラインでの交流
　日本バーチャルリアリティ学会で

は、ポスター会場を Mozzila Hubs、

発 表 の 場 は Cluster、Discord で

議論を行うなどの活用が見られた。

Yahoo Japan Tech conference の

ように VIP のみ登壇者と会話できる

といったメニューもみられた。東京

ゲームショウは友達と一緒に回遊で

きる個別ルーム機能も備えていた。

4）複数メディア連携　
　はじめてのオンライン開催となっ

た「ジャンプビクトリーカーニバル

2021」は TV×雑誌×特設サイト× 

Amazonと４つのメディアミックス

で展開。ターゲットが小学生を含む

ため、Web やアプリではなくTV 番

組を中心にイベントを構成。

　課題に取り組む TVタレントを参

加者が応援してポイントをためる。

キャラクターになりきれるAIフィル

タ―などの演出も。雑誌ではイベン

ト告知のほか、番組をより楽しめる

スペシャルキットのプレゼントを実

施。Amazon の特設サイトと連携し

てグッズ購入を促進した。

　コロナの感染状況が落ち着いたの

ちには、体験性を求めるイベントは

オフライン回帰が予測される。しか

し、複数メディアで体験を拡張する

コンテンツは、リアルの代替にとど

まらず新しいコミュニケーションを

創出するものとして、注目される。

5）インナーイベントの活況
　多国籍企業では全社員が集まるよ

うな大規模イベントはリアルでは開

催できなかったが、オンラインイベ

ントの普及で可能になった。日系で

も世界各地に支店もつ企業が数万人

規模の社内イベントを開催する傾向

になっている。企業トップによる方

針発表のほか、世界的アスリートの

登壇など、社員のインセンティブと

して機能も果たしており、この分野

でのオンラインイベントはこれからも

発展していきそうだ。

マルチメディア
ハイブリットを提唱
　オンラインイベントの進化により、

「体験自体を拡張する」、「体験でき

る範囲を拡張する」ことで、リアル

イベント事業者のビジネスをより広

げる。オンとオフの融合だけでなく、

マルチメディア・ハイブリッドを提唱

する。技術の進化で、オンラインの

空間や機能は拡大・増加するものの、

目的達成に最適化するために取捨選

択されるようになる、など多数の事

例を調査した上での考察が語られた。

電通ライブが携わった案件以外にも、国内外のイベントを調査、まとめた。

2 月のセミナー・イベント
8 〜 10 日　
第 93 回東京インターナショナル・
ギフト・ショー春 2022 

@ 東京ビッグサイト
15 〜 18 日　
HCJ2022 - 第 50 回 国際ホテル・
レストラン・ショー

 @ 東京ビッグサイト
15 〜 18 日　
日本包装産業展「JAPAN PACK 
2022」　　　 @ 東京ビッグサイト
16 〜 18 日　
ProLight & ProVisual 2022 

@ 東京ビッグサイト
17・18 日　
マーケティング・テクノロジー
フェア 東京 2022

 @ 東京ビッグサイト
24・25 日　
サステナブル・ブランド国際会議
2022 横浜 　　　@ パシフィコ横浜

次号予告 80 号は 2 月 28 日発行
＜特集＞
空間ディスプレイ（予定）

イベンター・マーケター向け

ハイブリッドをイベント会社の武器にする

体験と範囲の “ 拡張 ”
―― 電通ライブ　社内ウェビナー「オンラインイベント最前線」

3 期に分けて潮流を説明 事例研究で見えた５つのトレンド 多様化が進むイベントプラットフォーム

　議論や対話を絵・図・文字で見え
る化し、世界をなめらかに。ライブ・
ドローイングにとことんこだわりま
す。　「時間」は巻き戻ることは無
く淡々と流れます。イベントに参加
するとその速度は更に増すと感じる
人は多いと思います。
　対話や議論の内容を文字／絵／
図を用い、リアルタイムで描くグラ
フィックレコーディングは、①ひと目
でどういう議論があったのかを把握
でき、②振返りの際に思い出すキッ
カケになり、③参加出来なかった人
に伝えるための資料にもなります。
　「勉強になりました」で終わりに
するのではなく、実際に小さくても
始める。そんな「場づくり」に貢献
するもの、それが「グラフィックレ
コーディング」、グラレコです。  
        @vpkaerun

［表紙を描いたひと］

『イベント』×
『グラフィックレコーディング』

楽描人カエルンさん

※ 2022 年１月より「DX プロデュースルーム」は「ライブクリエーティブスタジオ」へ組織変更


